バスケットピンポン競技ルール（簡易版）
１．はじめに
　　① ３セットを１ゲームとする。※本大会では準々決勝から
　  　・個人戦は３セットのうち２セットを取った方が勝ち。
　  ②１年～３年までは審判がつきますが、４年～６年は子どもたちで審判
　  ③ ３年生以下は低いコート、４～６年生は高いコートで試合を行う。
　　④試合前にはラケットを台に置き、あいさつをしてからジャンケンをします。
　　⑤ジャンケンで勝った人は、サーブかレシーブを選べます。

　　⑥最初のサーブの人は赤のネット側からサーブです。

２．サーブ
　 ① サーブはラケットを使いません。
　 ② 手のひらに球を乗せて、そのまま自分のコートに投げ当て、相手コートに入れます。
　 ③ サーブした球が相手の穴に入ったときは、サーブが交代。（点数は入りません。）
　 ④ サービスミス（ネットしたり、相手コートに入らなかった場合）は相手の得点。
　 ⑤ サーブがネットイン（ネットにかすって相手のコートに入る）、エッジ（コートの端）はノーカウントでサーブはやり直しをする。２度続けてのネットイン、エッジ等は、相手の得点。
　 ⑥サーブは交互にします。（低学年の審判はサーブする方を手で示してください。）
３．得点になるポイント
①  ミスした場合や打ち返せなかった場合は、相手に１点

②  ヒット（打ち返した球がノーバウンドで相手のバスケットに納まること。）は、２点
　　　リングを上げます。

４．１セットの勝敗
（ヒットがある場合）
① １度以上のヒットを含む１１点または、１２点を先取した方の勝ち。
（ヒットがない場合）
　 ① ヒットのない得点は１０点でストップする。（ノーヒット・テン）
　 ②次のポイントで１０点のプレーヤーが得点すると相手から点を減らし、相手が０点に

なれば勝ち
　 ③相手の点を０点にするか、１本のヒットを取れば勝ち。
　 ④相手が初めから０点の時は、ヒットの有無にかかわらず勝ち。
（１０対１０の場合）
1 １０対１０になるとデュースになり、それまでのヒットは無効になる。
　 ② デュース以降は、１本のヒットか、１０点を先取した方の勝ち。
５．反則
　 ① ノーバウンドの球をコート上で、ラケットまたは身体の一部でタッチしたときは、　　　ヒットと判定する。
　 ② ノーバウンドの球をコート外で、ラケットタッチしたときは、相手方得点１点。
